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研究成果概要 
 2018年10月にCherenkov Telescope Array (CTA) 計画の北サイトのカナリー諸島ラパルマに完成した大口径望遠

鏡初号基LST-1は、順調に科学運用を継続している。現在はLST2-4号の鏡の設置が完了し、2026年にはLST複数台で

のステレオ観測を目指している。今後のCTA 時代を見据え、多波長電磁波・高エネルギーニュートリノ・重力波観

測との連携を深め、マルチメッセンジャー天文学の戦略を議論するために、2026年2月3日(火)・4日(水)の2日間、

研究会「高エネルギーガンマ線でみる極限宇宙 2025」（"The extreme Universe viewed in very-high-energy 

gamma rays 2025"）を開催した。 

 この研究会はCTAO-Japanによって、2009年度(2010年1月）から主催されており今年度で17回目となった（2022年

度から対面を主としたハイブリッド形式で開催しており、この形式では4回目）。講演題⽬と講演者（所属）、講

演スライドは以下の URL にて公開している（一部スライドは非公開）。 

 https://indico.icrr.u-tokyo.ac.jp/e/workshopCTAJ2025

 講演数は 22件（うち 3 件はオンライン講演）で、講演は英語で⾏われた。登録者数は 99名（講演者も含む）、

現地参加者 61名で、オンライン参加を合わせて約 75 名が参加した。10のセッションで、CTAO大口径ガンマ線望遠

鏡 LST-1 の初期成果と 2-4 号基の建設状況、LHAASO による銀河系内 PeVガンマ線天体、マイクロクエーサーの XRISM

による X線観測・HAWCによるガンマ線観測・SKAO による電波観測、チベット/ALPACA実験による PeVガンマ線全天

観測、TeV-PeV 領域の銀河宇宙線の役割、パルサーからの GeV ガンマ線放射の幾何学的構造、連星ブラックホール

Cyg X-1 の X線スペクトル偏光観測、球状星団からの高エネルギーガンマ線放射、フェルミ衛星による 20 GeV銀河

中心ハローと暗黒物質消滅との関連、博士論文講演として銀河中心領域の TeV ガンマ線観測と LST-1 による活動銀

河核観測・銀河外背景光の新たな制限、CTAO のための ALMA キャリブレーター天体を利用した隠れた分子雲の探索

とブレーザーのミリ波・ガンマ線相関、高赤方偏移銀河間磁場の下限値、GeV/TeV における銀河団からの高エネルギ

ーガンマ線放射、暗黒物質の直接探索と矮小銀河・天の川銀河を用いた間接探索、SKAO の概要と CTAOとの連携・電

波トランジェント観測、IceCube の最新成果とアップグレード計画、MAXI による軟 X 線トランジェント天体の長期

モニタリングなど幅広い分野のトピックで、国内外のさまざまな分野の研究者の間で活発な議論が行われた。 
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